








巻末資料１３

書面調査結果の整理方法の例
[bookmark: _GoBack]


１．建材調査リスト及び試料採取計画表を使用する例

　○建材調査リスト
1 設計図書等から、建築物の名称・竣工年・用途・階数・構造・建築面積・延面積などの基本事項を抜き出し、建築物の概要に整理する。
2 所有者等から過去の石綿調査履歴の有無やその結果を入手できた場合、所有者情報提供依頼概要に整理する。また、所有者等にヒアリングを行った際もその内容を記録する。
3 今回調査箇所に、書面調査で抽出した石綿を含有しているおそれのある建材（書面調査で石綿含有と判断した建材も含む）を、建物毎・部屋毎に記録していく。建材の数が多い場合、別紙を準備して全ての建材を記録する。
　
　○試料採取計画表
1 書面調査で抽出した石綿を含有しているおそれのある建材のうち、石綿含有の有無が不明であり、試料採取を行う必要がある建材を抽出し、その使用場所（棟、階、室名、部位、用途）を整理する。
2 書面調査で石綿含有と判断した建材や石綿を含有しているとみなすこととした建材は、試料採取計画表に記載する必要はないが、現地調査では、設計図書等の記載と同じ建材が使用されているか確認する必要があるため、別途整理しておく必要がある。

　建材調査リストは、現地調査及び分析結果を記入して整理し、調査報告書として提出する現地調査総括表に転記する。



○建材調査リストの例
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○資料採取計画表の例
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２．整合性の確認表（ワークシート）を使用する例
　
1 全ての部屋ごとに整合性の確認表（ワークシート）を準備し、建物情報や部屋名を記入する。
2 設計図書等から各部屋に使用されている建材を部位ごとに抽出し、整合性の確認表に記録していく。
3 抽出した建材について、石綿含有建材データベースや業界団体、メーカーが公表しているデータをもとに、石綿含有のおそれのある建材を判断し、記録していく。
4 現地調査では、部屋毎に書面調査で抽出した建材と、実際に使用されている建材の整合性を確認し、記録する。
5 石綿含有のおそれがあり、分析用の試料を採取した建材も整合性の確認表に記録し、サンプルの識別№等を記録する。
6 分析の結果が出たあとは、その結果を記録し、石綿含有建材と石綿非含有の建材に分けていく。
7 調査結果は、別途報告書に整理し、整合性の確認表は必要に応じて添付資料とする。
　





○整合性の確認表（ワークシート）
[image: ]
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■今回調査の概要

調査手法

目視・採取 有無 種別 含有量（%）

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

調査手法

目視・採取 有無 種別 含有量（%）

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

調査手法

目視・採取 有無 種別 含有量（%）

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

■今回調査できなかった箇所

棟・階 参照頁 備考

※通常の使用では飛散性の少ないレベル3建材であっても、破損や水漏れ等で飛散状態や劣化状況が進行する場合がある。

調査においてこのような箇所を発見した場合、維持管理のためのアドバイスとして、緊急処置や補修を促す必要がある。

■調査者から今後の維持・管理のためのアドバイス（劣化状況にある石綿がある場合に記入）



調査会社住所・TEL



分析会社住所・TEL



部屋名 推定部位 推定材料名 調査できなかった理由



レベル 劣化状況

分析結果

参照頁 備考



棟　・　階 竪穴区画・煙突 部位 材料名



分析結果

参照頁 備考



棟　・　階 外部 部位 材料名 レベル 劣化状況



参照頁 備考



■今回調査箇所

棟　・　階 部屋名 部位 材料名 レベル 劣化状況

分析結果

調査会社名



分析会社名



調査者



特記事項



所有者から得られた情報で必

要と思われる事項等

調査日



調査種別 建物調査・改修の事前調査・解体の事前調査・その他



調査者記入欄 不明　・　改修工事　（　　　年　　月）　（部屋名：　　　　　　　）　　　　

所有者へのヒアリングの

実施の有無

　有　　　　　（　　　　　　　年　　月　　日） 不明　・　改修工事　（　　　年　　月）　（部屋名：　　　　　　　）　　　　

　無 不明　・　改修工事　（　　　年　　月）　（部屋名：　　　　　　　）　

分析会社名



不明　・　改修工事　（　　　年　　月）　（部屋名：　　　　　　　）　　　　

（16）調査報告書の有無 　無　・　有　（前回の調査報告書写しを本書に添付のこと 不明　・　改修工事　（　　　年　　月）　（部屋名：　　　　　　　）　　　　

（19）建築確認申請図書の有無

　有　：　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図）

（15）調査機関

実施の場合の

み記載

調査会社名



　無　：

調査時期 　　　　　　年　　　　月　　　日

（20）改修工事歴　

不明　・　改修工事　（　　　年　　月）　（部屋名：　　　　　　　）　　　　

■所有者情報提供依頼概要 　依頼日：（　　　　　年　　月　　日）     回答日：（　　　　　年　　月　　日）

（14）石綿調査履歴

未調査　・自主判断　・調査機関実施　・不明 （17）図面の有無 図面有り　　・　　図面無し

その他： （18）図面有の場合 竣工図　・　仕上表　・　矩計図・その他（　　　　　　　　図）



調査者

記入欄

所有者への

ヒアリング

　有　：　（　　　　　　年　　　月　　　日） 備考



　無　： （特記事項等）

階　・　PH　階　・　B　耐火　・　準耐火　・　その他

(6)所有者住所



（12）敷地面積 ㎡

(7)連絡先（TEL)



（13）延べ床面積 ㎡

(3)建築物所在地



（10）増改築の履歴 増改築なし・増改築あり　（昭和　　年　　月　　日）

(4)建築物用途



（11）建築物構造

RC造　　・　　S造　　・　　SRC造

(5)建築物所有者



(1)建築物名称



（8）確認済証交付日・番号 　　　　年　　月　　日　第　　　　　　　　号

(2)棟名称



（9）検査済証交付日・番号 　　　　年　　月　　日　第　　　　　　　　号



■建築物の概要



作成日（　　　　　年　　月　　日）       最終回収日（　　　　　年　　月　　日）
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